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第 29 日本眼科学会専門医認定試験は梅雨時にもか

かわらず今年も晴天の中，平成 29 年 6 月 9 日(金)と

10 日(土)の 2 日間にわたり，東京は渋谷駅近くの

フォーラム 8で行われました．毎年，この猥雑な繁華

街の中で開催される試験に，受験生はもちろん，試験

監督や口頭試問を担当されるためにお越しになられる

先生方も面食らわれていることと思いますが，都内に

は他によい試験会場もないとのことです．

今回も淡々と認定試験の結果を中心にご報告させて

いただきます．

�．概要

試験は平成 29 年 6 月 9 日(金)の午前 9時 30 分から

一般問題を，午後 1時から臨床実地問題の筆記試験を

それぞれ 2 時間かけて行い，翌 6 月 10 日(土)の午前

9 時からは受験者 1 名に対して 2 名の試験委員が 15

分ほどの時間をかけて口頭試問を実施しました．

�．受験者数について

今年の受験申請の受理者数は 292 名で，当日の欠席

者を除くと最終的に 283 名(男性 173 名，女性 110 名)

が受験しました．参考までに 10 年前の第 19 回の試験

の際は過去最高の 592 名の眼科医が受験しておりまし

た．過去 10 年の間，受験者数は年々減少傾向にあり

昨年は 248 名にまで落ち込みましたが，ようやく回復

傾向に転じてきたようです．なお，本年の 283 名の受

験者のうち，初回受験者数は 216 名(76.3％)，再受験

者数は 67 名(23.7％)で，この比率はほぼ例年通りで

した．

�．問題数，平均点，合否判定，合格率，ほか

筆記試験は一般問題 100 題，視覚素材付きの臨床実

地問題 50 題の計 150 題で行われ，試験終了後，速や

かにKV(key validation)委員会を開催し，正答率と識

別指数を参考に問題の正当性を検討しました．その結

果，一般問題 1問を不適切問題と判断して採点から除

外し，一般問題と臨床実地問題をそれぞれ 100 点満点

として計算し直し，両者の合計を加算して 200 点満点

として採点しました．今回の採点結果と過去 2年間の

結果を表 1に示します．例年通り，一般問題はやや難

しく，臨床実地問題は比較的好成績でした．

口頭試問については試問の前夜に試問委員全員で実

施手順の確認を行い，試問当日の早朝 7時に委員に対

して初めて問題を開示し，副委員長から試問の目的と

具体的な方法について説明していただきました．その

うえで試問の妥当性，採点の客観性などについて討議

し，合否判定基準について委員全員のコンセンサスを

得るように努めました．口頭試問の当日は 2名の委員

が一組となって評価を行い，最終的な合否判定は試問

翌日の 6 月 11 日(日)に，口頭試問の各班の班長と試

験委員会委員長，副委員長による判定会議の場で行い

ました．

最終的な合格基準は例年通り，筆記試験が 200 点満

点で 120 点以上，かつ口頭試問に合格した場合としま

した．その結果，今回の試験の合格者は 232 名とな

り，最終的な合格率は 82.0％でした．表 2 に最近 3

年間の合格率を示します．今年は受験生が優秀であっ

たのか，あるいは試験委員の優しさが問題に表れたの

か，例年に比べると若干，高めの合格率となりまし

た．なお，初回受験者の合格率は 91.2％，再受験者

の合格率は 52.2％でした．

�．筆記試験問題の作成について

筆記試験問題の作成は全国の指導的立場におられる

平成 29 年 8 月 10 日 619
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約 80 名の出題委員に依頼し，一人あたり一般問題 2

題以上，臨床実地問題 3題以上の作成をお願いしまし

た．出題してくださった先生方には心から御礼申し上

げます．また，不採用となってしまった問題につきま

しては本当に申し訳ございませんが，いずれもそれな

りに理由があっての判断であることを重ねてお知らせ

させていただきます．すなわち，いかに良問であって

も過去 1，2 年以内にほぼ同じ内容，あるいは似たよ

うな視覚素材が用いられている問題は採用するわけに

はいかず，また，あまりに先進的，あるいはコンセン

サスが得られているとは言い難い治療法を問う問題な

どは採用しづらい傾向にありますので，何卒ご了承の

ほど，お願い申し上げます．

試験問題作成の実際ですが，各先生方から提出して

いただいた計 590 題の問題をもとに，専門医試験委員

会の先生方ならびに副委員長と計 6回にわたり都内某

所で缶詰め状態となって問題の選定とブラッシュアッ

プ作業を行い，全体のバランスを考慮しつつ最終的に

150 題に絞り込みました(図)．毎回，担当の委員の先

生方には精神的にも肉体的にも堪える長時間の作業に

ご協力いただき，感謝申し上げます．

�．口頭試問

口頭試問は試験委員の先生に出題を依頼し，提出し

ていただいた多くの問題の中から 2 題を選定して 15

分間の試問に見合うように修正や合否判定基準を検討

し，最終案をまとめました．

今年の問題 1は小児の眼位異常に関する質問で，一

般的な検査法のほか，検査用器具の取り扱いに関する

理解度を確認する問題，問題 2は小児の心因性視覚障

害の症例を提示し，その診断根拠とともに診断確定後

の対応，特に保護者への説明の適否を見極める内容

で，いずれも筆記試験では推し量ることのできない眼

科専門医としての知識と経験を問う問題であったと思

います．

�．おわりに

私事で恐縮ですが，私は昭和 59 年の卒業ですので

平成元年に施行された第 1回の日本眼科学会専門医認

定試験に受験生として臨みました．移行措置として書

類の提出だけで専門医の資格を得ることができた 1学

年上の先輩のことを恨めしく感じたことが昨日のこと

のように思い出されます．初めての試験ということで

受験生としては何をどの程度勉強したらよいものか見

当もつきませんでしたが，当時はこの大事業の企画，

運営に当たった日本眼科学会の事務局はもちろんのこ

と，試験問題を準備された試験委員の先生方にも同様

の戸惑いとご苦労があったことと思います．特に臨床

実地問題に使用する貴重な視覚素材の提供は，今日の

ようなデジタルの時代ではありませんので，いろいろ

なお骨折りがあったことと思います．私自身，28 年

前に受験を経験し，気が付けば平成 17 年から 13 年間

にわたってこの試験委員会に関わってきましたが，今

後，専門医制度がどのように変わろうとも，知識と経

験を問うこの専門医認定試験は粛々と継続されていく

ものと思いますし，今後も眼科医として社会に貢献し

ていくための関門の一つとして受験生に恨まれつつも

続けていくべきであろうと感じています．

最後になりますが，この 2年間，副委員長として支

えてくださった平形明人先生，本部でサポートしてい

ただいた髙橋寛二先生，そして日本眼科学会事務局の

皆様に心より御礼申し上げます．

日眼会誌 121 巻 8 号620

図 試験実施 2か月前の日曜日，都内の某所で平形副委

員長とともにすべての問題の最終チェックをしてい

るところ．

後藤 浩 日本眼科学会専門医制度委員会

試験委員会委員長
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